
（別紙３）

～ 令和７年　１１月　４日

（対象者数） 38 （回答者数） 31

～ 令和７年　１１月　１７日

（対象者数） 11 （回答者数） 10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・お子様の状態に合わせ、療育玩具を更新したり、課題をレ
ベルアップするようにし、成⾧を止める事なく継続していけ
るようにしていく。
・研修等にも参加し、職員のスキルを向上させる事で、ハー
ド面でもソフト面でもより良い支援へと繋げていけるように
する。
・5領域も踏まえた上で専門的な知識で支援に当たる事を意
識し、多角的な面で支援できるよう、ミーティング等でしっ
かり話し合いを行う。

2

・気になるお子様やご家庭での困りごとがあると感じたりし
た際には、職員の方から家庭連携のお話をさせて頂くように
し、ご希望があれば実施し、不安や心配事のご相談に乗らせ
て頂くようにしている。
・お子様の課題だけでなく、成⾧された面や素敵だった事に
ついても、しっかりご伝達を行い、安心感や喜びを持って頂
けるように配慮する。

3

・定期的なアンケートの実施を継続したり、研修会を随時開
き、現在の進め方を継続しつつ、中身の向上が出来るように
外部の研修にも出向いたりする。
・事業所でしっかり行っている対策などについて、保護者様
の周知面では弱い面も見られたので、おたよりはホームペー
ジの発信だけでなく、SNSを用いた方法も検討する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・父母の会や放課後児童クラブとの関りについては、ご希望
があるかどうかのアンケート等を実施して、保護者様のお考
えを聞いていく。個人情報等の関係も重要であると考えるの
で、ご意向を踏まえた上で方針を決めていく。
・外部との連携においては、学校や他事業所等は連携出来て
いるが、その上の機関になると

2

・他事業所・関係機関との連携を強め、研修会等の案内を
行っていけるようにする。
・家庭支援については今後も実施出来る事を発信していき、
ご希望をお伝えして頂きやすくする。

3

・大切な内容である事をお伝えしていく。
・内容を把握して頂けていない保護者様やお忙しい保護者様
には個別にお声がけをさせて頂き、書類等の確認のお願いを
していく。

・お子様一人ひとりの特性に合わせた専門性のある支援を実
施している事について、保護者様・従業者共に評価が高かっ
た。その為、支援に満足しているとお答えして頂ける保護者
様が多かった。

・お子様それぞれに得意な事や苦手な事があり、それらを
しっかりと把握する事から始め、どのような内容の活動プロ
グラムを組むと、より成⾧が促進出来るかを考え、そのお子
様に合わせた活動をしている。
・ストレングスを活かす事を重要視し、楽しみながら活動に
取り組めるようにしている。
・お子様の様子を毎日のミーティング時等でしっかり話し
合っており、その様子等に合わせて活動内容を組んでいる。
・目先の事ではなく、将来を見据えた支援を考えている。

・学校や保護者様と情報共有や共通理解が出来ているとの意
見が保護者様・従業員ともに多くあり、連携が取れていると
評価頂いた。

・各方面と連携をしっかり取り情報共有や共通理解を行う事
は、一貫した・統一した支援を行う事に繋がり、お子様の成
⾧を促進出来る事であるとの認識より、連携を取る事の重要
性を感じている。
・保護者様との連携においては、基本の安心して通所して頂
く為にも必要な事であり、又、お子様の状態を知って頂く事
でもあるので、連絡帳等をしっかり書いたりお電話で報告を
する等している。

・非常時等の対応・虐待・安全計画等にも力を入れており、
BCPの作成は勿論、訓練も定期的に実施したり、研修会を開
いたりしており、従業者からの評価が多かった。

・療育のみならず、お子様の安全を確保する事は事業所にお
いて必然であるので、非常時の対応や虐待、安全計画、BCP
にも積極的に取り組んでいる。常に内容をブラッシュアップ
し、職員の認識や知識の向上を図っている。
・法人内での研修だけでなく、外部講師を招いてコンプライ
アンス研修の実施の行っている。

・保護者様にお伝えさせて頂いている情報の周知が出来てい
ない事がある。（安全計画・BCP・避難訓練報告等）

・書類配布での伝達やホームページへの記載等はしっかり行
わせて頂き情報の共有に務めているが、お忙しい保護者様も
いる中で確認をして頂けていない事がある。その点に対して
の発信が弱い点。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・第三者評価や地域との関り、父母の会、自立支援協議会。
放課後児童クラブ等との連携面が薄いと保護者様・従業員か
らの意見があった。

・父母の会では保護者様のご意向も多種多様であり、関りを
求めない方も多い事もあり、積極的な取り組みが出来ていな
い。
・外部との連携の必要性は感じているものの、なかなか具体
的にどのように進めるか?や相手方のご都合もあり、実現に
至っていない。

・案内プリント等でご希望があれば家庭支援を実施させて頂
ける事をご案内しておりご希望もあるが、家族等も参加でき
る研修会や情報提供の機会が行われていないと感じられてい
る方が多い。

・家庭支援についてはご希望があったり事業所側からもお声
がけをさせて頂き、実施がされている。しかし、他事業所や
関係機関との連携の面で研修会等についてまでの話が実施さ
れておらず、保護者様への研修会等の案内が出来ていない。

令和７年　１１月　１４日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和７年　１１月　２１日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 特定非営利活動法人　津学童保育総合センター　スカイ2

○保護者評価実施期間 令和７年　１０月　２０日

○保護者評価有効回答数

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


